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日
本
全
国
津
々
浦
々
に
あ
る
郵
便
局
が
提
供
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
公

益
性
や
地
域
性
と
い
う
特
質
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の
現
在
の
収
益
構
造
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。 

 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
は
日
本
郵
政
株
式
会
社
（
以
下
、
日
本
郵
政
）
及
び
日
本
郵
便
株
式
会
社
（
以
下
、

日
本
郵
便
）
の
責
務
と
し
て
、
郵
政
民
営
化
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
国
か
ら
の
支
援
は
な
い
。
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
（
以
下
、
か
ん
ぽ
生
命
）
及
び
株

式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
以
下
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
が
、
日
本
郵
便
に
支
払
う
窓
口
業
務
委
託
手
数
料
に
よ
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
は
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
負
担
は
大
き
く
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
は
消
費
税
の
特
例
措
置
を
民
営
化
以
降
求
め
続

け
、
よ
う
や
く
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
簡
易
生
命
保
険
管
理
・
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
機
構
の
創
設
に
よ
り
、
昨
年
度

か
ら
拠
出
金
・
交
付
金
制
度
が
適
用
さ
れ
、
約
二
百
三
十
六
億
円
が
減
免
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

社
会
の
Ｉ
Ｔ
化
や
電
子
メ
ー
ル
等
の
普
及
で
郵
便
ニ
ー
ズ
は
減
少
し
、
郵
便
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
か
ん
ぽ
生
命
は
二
重
の
上
乗
せ
規
制
が
課
せ
ら
れ
、
競
合
他
社
と
比
較
す
る
と
新
規
顧
客
獲
得
の
た
め
の
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商
品
が
作
り
に
く
い
。 

 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
収
益
を
上
げ
よ
う
と
す
る
焦
り
か
ら
、
昨
今
の
か
ん
ぽ
営
業
の
不
適
正
募
集
問
題
が
生
じ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
三
社
を
ま
と
め
る
日
本
郵
政
は
企
業
価
値
創
造
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
不
動
産
事
業
の
展
開
、
地
域
活

性
化
フ
ァ
ン
ド
、
地
域
に
根
差
し
た
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
等
、
懸
命
に
模
索
に
努
め
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
の
相
互
依
存
構
造
に
基
づ
く
負
担
は
大
き
く
、
企
業
性
と
公
益
性
は
二
律
背
反
的
で
あ
り
、
今
後
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
や
公
益
性
を
軽
視
し
た
見
直
し
が
行
わ
れ
る
等
、
国
民
が
不
利
益
を
被
り
か
ね
な
い
。 

 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
公
益
性
を
考
慮
し
、
国
の
財
政
関
与
を
視
野
に
い
れ
た
施
策
の
検
討
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

郵
便
局
は
二
〇
一
九
年
三
月
末
時
点
で
全
国
に
二
万
四
千
三
百
六
十
七
拠
点
が
あ
る
。
離
島
、
過
疎
地
も
含
ま
れ
て
い

る
。
地
域
に
な
じ
ん
で
い
る
こ
れ
ら
拠
点
の
活
用
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
今
後
重
要
性
が
増
す
と
思
わ
れ
、
地
方
自
治

体
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
等
に
よ
る
自
治
体
支
所
業
務
受
託
の
成
功
例
も
生
ま
れ
始
め
た
。
ま
た
、
国
に
よ
る
郵
便
局
活
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性
化
推
進
事
業
の
実
証
も
始
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
さ
ら
に
国
が
地
方
自
治
体
に
対
し
、
郵
便
局
と
連
携
す
る
取
組
み
を
使
途
と
し
た
補
助
金
の
交
付
等
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
つ
い
で
に
郵
便
局
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
す
る
と
い
っ
た
客
増
や
、
郵
便

局
の
コ
ス
ト
面
で
の
負
担
軽
減
な
ど
に
つ
な
が
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
に
資
す
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
間
接
的
効
果
の
あ
る
措
置
か
、
日
本
郵
政
へ
の
直
接
の
措
置
か
を
問
わ
ず
、
国
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

維
持
の
た
め
の
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
見
解
を
お
伺
い
し
た
い
。 

二 

現
行
法
の
下
で
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
か
ん
ぽ
生
命
の
株
式
が
百
％
売
却
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
主
提

案
に
よ
っ
て
合
理
化
に
根
差
し
た
経
営
判
断
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
こ
れ
ら
二
社
に
お
け
る
資
金
の
運
用
は
、
郵
政
民
営
化
後
、
国
債
か
ら
リ
ス
ク
性
金
融
商
品
へ
と
転
換
さ
れ
て
き

た
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
運
用
資
産
に
お
け
る
外
国
証
券
の
構
成
比
率
は
毎
年
上
昇
し
、
二
〇
一
四
年
度
末
と
比
べ
て
二
〇
一

九
年
度
末
に
は
二
倍
と
な
っ
た
。
同
年
度
末
の
外
国
証
券
保
有
額
は
約
六
十
五
・
六
兆
円
、
外
国
投
資
信
託
は
約
四
十
一
・

九
兆
円
に
も
上
り
、
評
価
損
益
が
悪
化
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
日
本
郵
政
が
独
力
の
み
で
今
後
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
維
持
負
担
を
担
い
続
け
る
の
は
構
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造
上
危
う
い
。 

 
 

政
府
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
と
か
ん
ぽ
生
命
の
株
式
売
却
リ
ス
ク
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
現
在
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
前
述
し
た
経
営
の
相
互
依
存
構
造
を
含
む
郵
政
民
営
化
ス
キ
ー
ム
全
体
に
つ
い
て
見
直
し
を
考
え
て

い
る
の
か
、
お
伺
い
し
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


